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1 重要
•	 以下の指示をお読みください。
•	 すべての指示に従ってください。
•	 機器を水の近くで使用しないでくださ
い。

•	 通気口を塞がないでください。 製造元
の指示に従って設置してください。

•	 ラジエーター、ヒートレジスター、ストー
ブ、その他の発熱する機器（アンプを含
む）など、熱源のそばに設置しないでく
ださい。 

•	 製造元によって指定されている付属
品／アクセサリー以外は使用しないで
ください。

•	 修理は資格のある修理担当者に依頼し
てください。 機器が何らかの損傷を受
けた場合は修理が必要です。これには、
液漏れ、何らかの物体が機器内に混入
した、機器が雨や水分にさらされた、正
常に動作しない、機器を落とした、など
が含まれます。

•	 バッテリーを直射日光や炎などの過度
の熱にさらさないでください。

•	 機器に水滴がかかったり水跳ねしたり
しないようにしてください。 

•	 危険性のある物体を機器の上に置かな
いでください（液体の入った物、火が点
いたキャンドルなど）。 

 
聴力に関する安全性

 
注意

 • 聴力を損なわないように、大音量での長時間の使
用はおやめください。 音量は安全レベルに設定し
てください。 音量を大きくする場合は使用時間を短
くしてください。

ヘッドフォンを使用する場合は、次のガイドラ
インに従ってください。
•	 適切な音量と使用時間を守ってくださ
い。

•	 耳が慣れてきたと感じた場合でも、音量
を上げ過ぎないでください。

•	 周囲の音が聞き取れないほど音量を上
げないでください。

•	 危険が予測される状況での使用は十分
に注意し、必要に応じて使用を中断して
ください。

•	 イヤフォンおよびヘッドフォン使用時
の過度の音量は、聴力低下の原因とな
ります。

 
内蔵バッテリーを取り外す場合は、必ず専門
業者に製品を持ち込んで依頼してください。
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2 ポータブルスピ
ーカー

Philips 製品をご購入いただきありがとうござ
います。 当社が提供するサポートを最大限
にご利用いただくには、製品を www.philips.
com/welcome でご登録ください。

はじめに
このスピーカーを使用して、次のことをお楽
しみいただけます。
•	 FM ラジオを聴く
•	 microSD カード、その他の外部デバイス
のオーディオを再生する

パッケージの内容
パッケージに以下の物が含まれていること
を確認してください。
•	 製品本体
•	 USB ケーブル X 1
•	 FM アンテナ X 1
•	 クイックスタートガイド

スピーカーの概要

  

a	        
•	 ポータブルスピーカーのオン／オフ
を切り替えます。

b	 -/+
•	 音量を調節します。

c	
•	 再生／一時停止します。

d	  ／ 
•	 トラックを選択します。
•	 再生中に検索します。
•	 FM ラジオ局にチューニングします。

e	 S    
•	 ソースを選択します。

f	DC 5V
•	 内蔵バッテリーを充電します。

g	BATT
•	 LED インジケータ

h	AUX
•	 外部デバイスを接続します。

i	MICRO SD
•	 microSD カードスロット

j	     
•	 ヘッドフォンソケット

a

b

e

d

c

f
g

j

ih
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3 はじめに
この章の指示には、必ず順番どおりに従って
ください。
Philips にお問い合わせの際は、お使いの機
器のモデル番号とシリアル番号が必要にな
ります。 モデル番号およびシリアル番号は、
機器の下部に記載されています。 これらの
番号を以下に控えておいてください。 
モデル番号 __________________________
シリアル番号 __________________________

電源
注意

 • 間違った方法でバッテリーを装着すると、破裂の危
険があります。 バッテリーを入れ換える場合は、同
じ型のバッテリー、または同等のバッテリーのみを
使用してください。

 • スピーカーを損傷する危険があるため、 充電には、
コンピュータの USB ソケット以外を使用しないで
ください。

スピーカーは内蔵充電バッテリーで動作し
ます。

内蔵バッテリーを充電するには：
付属の USB ケーブルで次の 2 つを接続し
ます。
•	 スピーカーの DC 5V ソケット
•	 コンピュータの USB ソケット 
»» 電源インジケータが点灯します。
»» バッテリーの充電が完了すると、電源イ
ンジケータは消灯します。 

 
オン／オフを切り替える

1	  を右にスライドします。
»» スピーカーは、前回使用時に選択さ
れていたソースに切り替わります。

2	 スピーカーをオフにするには、  を左
にスライドします。

ソースを選択する
S を繰り返し押して、音源を選択します。押す
たびに、microSD カード、FM チューナー、Aux
に切り替わります。



6JA

4 再生

microSD カードから再生する
注

 • microSD カードに再生可能なオーディオコンテンツ
が含まれていることを確認します。

1	 S を繰り返し押して、音源として microSD 
カードを選択します。

2	 microSD カードをカードスロットに挿入
します。

»» 再生が自動的に開始されます。 

  
•	 再生を一時停止／再開するには 

 を押します。
•	 オーディオファイルを選択するには 

 /  を押します。
•	 再生中に検索するには  /  を
押したままにします。指を放すと標
準再生に戻ります。 

注

 • microSD カードの材質や仕様は製品ごとに異なる
ため、このスピーカーですべての microSD カードが
動作することは保証できません。

FM ラジオを聴く
注

 • 電波障害を避けるため、ポータブルスピーカーは
他の電子デバイスから離して設置してください。

1	 S を繰り返し押して、音源として FM チュ
ーナーを選択します。

2	  /  を 2 秒間押し続けます。
»» スピーカーは、受信状態がもっとも
良い局に自動的にチューニングさ
れます。

3	 他のラジオ局にチューニングするには、
手順 2 を繰り返します。

手動でチューニングするには： 
受信状態が良くなるまで  /  を繰り返
し押します。

注

 • ラジオ局の信号が弱い場合は付属のアンテナを 
AUX ソケットに差し込むか、ヘッドフォンを使用し
てください。

外部デバイスから再生する
このスピーカーでは、外部デバイスのオーデ
ィオを再生することもできます。
1	 補助入力ケーブル（別売）で次を接続し
ます。
•	 スピーカー背面の AUX ソケット
•	 外部デバイスのヘッドフォンソケ
ット

2	 デバイスのオーディオを再生します（詳
細はデバイスのユーザーマニュアルを
参照）。 
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ヘッドフォンで聴く
ヘッドフォンをスピーカーの  ソケットに差
し込みます。

 
ヒント

 • マイク付きヘッドフォンを差し込んだ場合は、スピ
ーカーとヘッドフォンの両方からオーディオが聞こ
えることがあります。 そのような場合は、別のヘッド
フォンを使用してください。

音量を調節する
音量を調節するには、再生中に -/+ を押し
ます。

  

5 製品情報
注

 • 製品情報は予告なく変更されることがあります。

仕様

アンプ
信号対雑音比（SN 比） >50 dB
補助入力 600 mV RMS、 

22 kohm

チューナー（FM）
チューニング範囲 87.5-108.0 MHz

一般情報
電源 5 V  0.6 A
内蔵バッテリー リチウムバッテリー
寸法 - 本体 
（W x H x D）

 
107 x 71 x 36 mm

重量 - 本体 0.1 kg
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6 トラブルシュー
ティング
警告

 • デバイスのケースは絶対に取り外さないでくだ
さい。

システムは自分で修理しようとしないでくだ
さい。保証が無効になります。 
デバイスの使用中に問題が発生した場合
は、修理を依頼する前に以下の点を確認し
てください。 それでも問題が解決されない
場合は、Philips Web サイト（www.philips.com/
support）をご覧ください。 Philips にお問い
合わせの際は、お使いの機器と、モデル番
号およびシリアル番号をお手元にご用意く
ださい。

電源が供給されない
•	 充電してください。

音声が出力されない
 • 音量を調節してください。
 • 適切な音源を選択していることを確認し
てください。

 • ヘッドフォンを取り外してください。

スピーカーが応答しない
 • スピーカーをオンにしてください。
 • 充電してください。

ラジオの受信状態が悪い
 • 本体とテレビまたはビデオレコーダーと
の距離を離してください。

 • FM アンテナを完全に伸ばしてください。

7 通知
Philips Consumer Lifestyle によって明示的に
承認された場合を除き、この機器に変更ま
たは改変を加えた場合は、この機器を操作
するための権限が無効になる可能性があり
ます。

 
この製品は、電波障害に関する EC（欧州共
同体）の要件を満たしています。

 
ご使用の機器（プレイヤー）は、純度の高い
素材と材質を使用してデザインおよび製造
されたもので、リサイクルと再利用が可能
です。 

 
車輪付きのごみ箱に×マークが付いたこの
シンボルが製品に表示されている場合は、
その製品が欧州指令 2002/96/EC に準拠し
ていることを表します。
お住まいの地域の電気電子製品分別回収シ
ステムについて情報を入手してください。
製品を廃棄する際は地域の規則に従ってく
ださい。一般の家庭ごみと一緒に捨てない
でください。 適切な分別回収は、環境や人
体に及ぼす影響の低減につながります。

  
この製品には欧州指針 2006/66/EC が適用
される電池が含まれており、一般の家庭ゴミ
と一緒に捨てることはできません。お住まい
の地域での電池の分別収集ルールを確認し
てください。適切な分別回収は、環境や人体
に及ぼす影響の低減につながります。
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環境に関する情報
本製品の梱包には不必要な梱包材を使用し
ていません。 当社では、梱包材をダンボール
（箱）、発泡スチロール（緩衝材）、ポリエチ
レン（袋、保護発泡シート）の 3 種類の素材
ごとに簡単に分類できるように、努力を払っ
ています。 
システムは、リサイクル可能な素材で製造さ
れているため、専門業者による分解の後に
再利用できるようになっています。 梱包材、
使用済み電池、古くなった機器の廃棄方法
については、お住まいの地域の廃棄手順に
従ってください。

注

 • タイププレートは機器の底面にあります。
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